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本研究は、アウトプットとフィードバックの役割を、気づきと学習効果（２度目の発話
時における修正）の点から調べた。日本人英語学習者 16 名が、フィードバックとしてモ
デルが与えられたグループと言い直し (recasts) が与えられたグループに分けられた。学習
者は、コミュニカティブ・タスクの後で気づきについて言語報告した。主な結果は次の通
りである。学習者は目標言語を表出することによって言えないことに気づいたが、その後
でフィードバックによって与えられたインプットに注目して取り入れ、２度目の発話時に
表出することは難しかった。また、言い直しはモデルよりも気づきを促進する点で効果的
であった。さらに、フィードバックによってギャップに気づくこと (noticing a gap) の方が
アウトプットによって言えないことに気づくこと (noticing a hole) よりも２度目の発話時の
修正につながることが示された。
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初心者対象の日本語コースを取っている大学１年生に、日本語のひらがなとカタカナ、
及び語彙と漢字の記憶を促進するため、絵を用いた連想法を使った追加授業が行われた。
２７名（そのうちのほとんどは、コースにおいて何らかの困難に直面している）が自主的
に追加授業に出席した。追加授業出席後、学生の実際の小テストの点の向上には有意差は
認められなかったものの、合格率の向上においては有意差は確認された。さらに、追加授
業に出席した学生は授業が役立ったと高く評価し、大多数が追加授業がコースの成績向上
に貢献したと思うと述べた。本論は、実際の教育現場で英語のアルファベットを用いない
外国語の文字を教える際、連想法を効果的に使用することができると結論づけた。
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どうもありがとうございます。
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本論文では、“World｠Englishes”(WE)の観点から、二つの関連した問題を検証する。すな
わち、WEが日本の英語教育に対して果たす役割、および、英語の一形態としての“Japanese 
English”(JE) の位置づけである。まず、WEの理論を概観した上で、WEが日本の英語教育にお
いて果たす役割を論じる。次に教育において英語のどの形態を用いるべきかということについ
て、学生に多様な形態に親しませること、および、自分たちの英語を含めて、様々な英語の形態
が正当なものであることを学生に気づかせることが重要であることを論じる。これに関連して
JEの位置づけを行い、JEは多様な形態をもつ英語の一つとして認めるという主張を裏付ける
研究結果について論じる。	


